
ArcCatalogを起動し任意のフォルダにパーソナルジオデータベースを作成する



パーソナルジオデータベースへインタセクトを実施したメッシュのテーブルをエクスポートする

ここをファイル/パーソナルジオデータベーステーブルに設定すると
上記のようなアイコンで
パーソナルジオデータベースファイルが表示されるので
ダブルクリックして開く



ファイル名を入力し保存する

パーソナルジオデータベースはMicrosoftAccess2003のファイル形式をとっているため
Windows上では以下の様なアイコンで表示される



をダブルクリックするとAccessが起動し以下の様な画面が表示される

こ
これ↑を開くと右の領域に
テーブルが表示される→



セキュリティの警告が表示された場合は以下のように設定する



クエリデザインを開いて、インポートしたテーブルを追加する



各項目を以下のようにドラッグアンドドロップする
下図の付近を右クリックし Σ集計を選択する

「集計」欄のプルダウンメニューを以下のように設定する

「実行」をクリックすると以下の様にメッシュ内における
最大フィーチャの面積が出力される

出力結果（クエリ）を保存する



クエリデザインを開いて、インポートしたテーブルと作成したクエリを追加する



Q_最大面積算出のmeshを T_入力テーブルのmeshにドラッグアンドドロップする

同様にQ_最大面積算出の面積の最大を T_入力テーブルの面積にドラッグアンドドロップする



各項目を以下のようにドラッグアンドドロップする 「実行」をクリックすると以下の様に
各メッシュ内において最大の面積を持つ
土地利用項目が出力される

出力結果（クエリ）を保存する



出力結果（クエリ）をエクセルまたはDBF形式でエクスポートする


